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　11日に投開票された沖縄県知事選挙で、私たちが応援していた玉城デニー氏が再選を果たした。
選挙前の情勢調査では、前回「オール沖縄」で支援していた沖縄経済界の会長が、「基地問題は決
着がついた。我々は経済人だから」と今回、支援をしないと表明するなど、厳しい状況であったが、
相手の自公推薦の候補者が統一教会（現・世界平和統一家庭連合）と親密な関係があることが明ら
かになり一気に失速してしまった。連日、自民党と統一教会のズブズブの関係が、次々と明らかに
なり、まさに底なし沼の状態である。そして全国で今月 27日の安倍元首相の「国葬」に反対運動
が起きている。
　調べてみると、1926（大正 15）年に制定された国葬令は、嘉仁（大正）天皇が死亡した場合を
想定し、用意されたものである。それ以前は天皇が勅命で行っていた。国葬令は対象となる者を天
皇一族、貴族及び士族に限定し、一般人については、特に天皇制国家に重要な功績（偉勲）があっ
たものに限定していた。これは天皇主権だった大日本国憲法下では有効であったかもしれないが、
天皇は国民の象徴となり、「主権は国民に存する」という現行憲法で、1947（昭和 22）年、当然、
廃止された。
　岸田首相は国葬について、内閣府設置法で、内閣府の所掌事務の「国の儀式」として、閣議決定
すれば実施可能との見解を示した。しかし、その場合「国」とは誰を指すのか。国民を指すのであ
れば、「国民」に意見を聞くべきではないのか。内閣府として閣議決定してできるのであれば、そ
れは行政府として決めただけで、三権分立が基本である現行憲法下で立法府、司法府に図っていな
いなかでの葬儀は、「内閣葬」であり、憲法違反である事は明らかである。それが「国葬に法的根
拠がない」と言われるゆえんであるが、私たちは仮に法的根拠があろうとなかろうが、安倍元首相
の「国葬」に反対である。彼の葬儀に私たちの税金を１円も使ってほしくない。過日の反対集会で
内田雅敏弁護士が、「私たちは安倍元首相の葬儀に反対はしない。やりたければその人たちの金で、
何なら統一教会との共催で、葬儀会場は安倍元首相の好きだった靖国神社でやれば良い」と喝破し
ていたが、全くもって同感である。私たちは当面する安倍元首相の「国葬」反対行動に全力を挙げ
るとともに、葬儀によって彼がこの間、行ってきた悪業についての検証と議論を終わりにさせては
ならない。そして引き続き、自民党と「反日カルト教団」との関係について追及しなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記：滝沢寿隆　
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　『憲法改悪を許さない 総がかり行動 署名

街頭宣伝』が、8月 17 日、「アベ元首相国

葬反対」を前面に訴え、新宿駅西口地下広場

で行われた。会場は雨模様で、急遽、駅前地

下広場に移動して取り組まれた。

　司会の菱山さん (9 条壊すな！実行委員会 )

から、アベさんの国葬があれよあれよと閣議

決定され、これぞ反民主主義

じゃないですか。私たちは

ずっと安倍政権の悪政と闘っ

てきました。今日はこの場で、

自民党政治の悪性を糾す署名
をしています。皆

さんの声が、一筆、

一筆が政治を動か

します。皆さん声

をあげましょう！

と語られ、続いて各人からの訴えがされた。　　　

　小川さん (1000 人委員会 ) からは、憲法

に違反して莫大な税金を投入することは許せ

ない。9年余りの悪政と 118 回の嘘をつい

てたアベ元首相の国葬を辞めさせましょう！

　永田弁護士 ( 自由法曹団 ) からは、国葬に

よって国民を分断をする。国民の自由を奪い、

分断を煽る。こんな国葬はやめるべきです。

と訴えられた。

　9月 8日には、安倍元首相の国葬中止を求

める署名が 40 万 4258 筆集まり、衆参で閉

会中審査が開かれる。千葉県第 2区市民連

合は、京成津田沼駅南口で、「国葬」反対ス

タンディングをした。合わせて、シール投票

( 賛成 1、反対 31)、と署名 (12 筆 ) も呼び

かけた。スタンディングにも関わらず「話し

かけ」「署名」等々の声かけを頂いた。市民

の国葬反対に対する意識の高さと、地域から

も、もッと声を上げて行こうと新たにした。

　9月 9日には、「国葬」反対アクションが

行われた。◆司会からこの場をお借りして、

社民党、新社会党、緑の党が合同で国葬反対

アクションをします。安倍元首相の国葬は絶

対に中止をさせましょう

　衆院議院運営委員会は８日午後、安倍元首
相の国葬に関

する閉会中審

査を開いた

が、その時間

は 90 分。出

菱山さん

水摩さん 福田さん有楽町

新宿

キックオフ集会 連合会館

新宿西口

「国葬」反対スタンディング

「国葬」反対アクション

席した岸田首相は国葬実施の理由を「安倍氏

を追悼するとともに、わが国は暴力に屈せず

民主主義を断固として守り抜く」。全く世間

とズレている。8日の夜、有楽町イトシア前

に社民党、新社会党、緑の党が合同で「国葬」

反対アクションを開いた。世論調査でも国葬

反対が半数を超え、通行する人を引きつけた。

　国葬反対の行動は、ヒロシマなど全国各地

で取り組まれている。
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◆ 24 日報道のあった岸田首

相の「原発再稼働、小型原発

新設」等に対するコメントを

小出裕章さん ( 京大原子炉実

験所元助教 ) に頂いた。

　「岸田さんは、原発に前の

めりですね。もともと中身のない人ですから、

財界や経産省が言うと おりにしか、動くこ

とができないのでしょう。電力がひっ迫して

いるなどと言いますが、今ある 原発を再稼

働させることはそれなりに効果があるでしょ

うが、新しく原発を作たって間に合うは ず

がありません。福島事故以降一度も停電は起

きていませんし、もし今度が大変だと言うな

ら、11 年以上いったい何をしてきたのかと

言いたくなります。もちろん、

小型炉などできません」。( 写

真は 5月 29 日、星稜会館で開

いた「原発のない社会へ」講演

会のスナップ )

　関東大震災朝鮮人犠牲者追悼式典が、9月

1日東京墨田区横網公園で、9月 3日には、

荒川河川敷（木根川橋下）で、9月 4日には、

千葉県馬込霊園 ( 船橋市 ) で開催された。

　東京では、1973 年から歴代都知事により
行われてき

た朝鮮人虐

殺への追悼

式典への追

悼 文 送 付
は、小池知事の 2年目から中止され、5年が

経過。今年も送付は無かった。1923 年、関

東大震災直後に「朝鮮人が混乱に乗じて暴動

を起こす」などの流言が広まり、軍隊、警察、

自警団などによっ

て、朝鮮人や中国

人、社会主義者た

ちと疑いがある人も区別なく、暴行を受け、

2千人を超える殺害が行われた。

　追悼式典には、歴史を風化させない、二度
と繰り返さない思

いを持って、多く

の労働者、市民が
参列した。「99年前に発生した関東大震災時

に、人の手によって命を奪われた朝鮮人、中

国人そして日本

の労働運動指導

者たちに心から

哀悼の意を表し

墨田区横網公園

墨田区横網公園

千葉県馬込霊園

荒川河川敷

荒川河川敷

千葉県馬込霊園

墨田区横網公園

ます。朝鮮人が井戸に毒を巻いた、朝鮮人が

襲ってくる、火を放っているなど流言飛語が

瞬く間に広まり、悲しい事態を招きました。　

二度と繰り返させないためにも歴史をしっか
りと認識、忘れな

いことが大切で

す。今日の式典で

改めて朝鮮人虐殺

の歴史を胸に刻み
ます」。鎮魂の舞が「韓国舞踊家の石香金順

子（ソクヒャン キム スンジャ）さん」によっ

て舞われた。

　各界からの追悼の辞とメッセージが送ら

小出さん

小出さん

れ、最後は、

全員で黙祷

を捧げ、献

花が行われ

た。
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　ユニオン平和は、フォーラム平和・人権・
環境に加盟しているユニオンの集合体です。
平和・人権・環境に係わる諸課題の理論 ･情
報・行動を発信していきます。
　加入は、団体、サポーター会員として、個
人単位での加入もお願いしています。
　是非ご参加ください。

団体：一口　１０００円
個人：一口　１０００円
　※団体個人とも、可能な方
　　は複数口お願いします。

※サポーター会員証を発行しています

　毎週月曜日に続けている

JHU(JAL 被解雇者労働組

合 ) の JAL 本社アピール行

動は、9 月 12 日、本社ス

カイウオークで始まった。

当該組合員、支援者が駆け
つけ、山田さんの司会で始まった。

　JHU 山口委員長からは、「滑走路を外れた

ような解答は着地はできない。私たちは安全

な翼を求めています。解雇撤回争議は続いて

います」と訴えられた。

　続いて、原告から、当該組合員の決意とし

て、平井さん、小栗さん、宝地戸さんから、

「『まだやっているの？』等々、JAL 争議の行

方を知らない人も多いです。もっともっと、

私たちの闘いを知らしめ、早期解決目指して

いきます。」「解雇された者が納得できる回答

を望み、交渉を含めています。」「解決の提案

は JHU には提示されませんでした。全面解

決目指して頑張っています。皆さんのご理解

とご支援をよろしくお願いします」と闘争継

続と解決向けた力強い訴えがされた。

　9月 14 日、日通川崎事件

( 日通の脱法・雇い止め ) の

判決が東京高裁 ( 大竹昭彦裁

判長 ) であった。傍聴席 100

名を満席にした法廷、「原告

の控訴棄却」に法廷はどよめいた。「貴方は

書類にサインをしただろう。地裁と同じ事を

繰り返す悔しい。ここまでは終わらない」と
原告は思いと決意を

述べた。

　内容は、判決の

あった 101 号法廷から原告・支援者が飛び

出してきた。手に握りしめた「旗」が握られ

ている。門前で、開くと「不当判決」が無情

にも目に入った。裁判所に向かって「不当だ」

JAL 原告の訴え

「裁判所は日通

を忖度している

のか」の怒号が

飛んだ。法廷で

大竹昭彦裁判長が発した言葉は「控訴棄却」

の一言だけ。原告及び弁護団からは、不当判

決に対して、上告の意思を示しており、最高

裁での闘いとなる。

ＪＡＬ本社前行動

東京高裁

東京高裁

日通川崎不当判決

お互いさまも支援に

ユニオン平和も支援に

　同様に無期転換逃

れを高裁で闘ってい

る日通東京の判決は

11月 1日である。


